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2110.0 ～ 2170.0 MHz Band I, IV
1805.0 ～ 1880.0 MHz Band III, IX
869.0 ～ 894.0 MHz Band V, VI
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ML8741B エリアスキャナ

ML8741B は、W-CDMAの周波数拡張に対応した測定器です。

ソフトウェアオプションの選択により、

・2.1GHz W-CDMA (2110 - 2170MHz)

・1.7GHz W-CDMA (1805 - 1880MHz)

・800MHz W-CDMA (869 - 894MHz)

の測定が可能になります。 GSMの測定はできません。

測定性能については、従来の ML8720C/ML8740A/ML8740B と同じです。

※ML8740Bは、2.1GHz W-CDMA + GSM(900/1800MHz)対応測定器と

　 して継続販売致します。 　　

1.  ML8741B概要
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1.  ML8741B概要

機能概要

ML8741B エリアスキャナは、W-CDMA(UMTS) 基地局建設のためのエリア
調査や保守用として、電波伝搬特性を評価する測定器です。 ML8741Bに
GPS受信機を接続すると、位置情報(緯度・経度)が連動した測定結果が得られ

ます。

W-CDMA測定: 

測定項目は、各基地局から受信する電波の強さを評価するRSCP測定,   
Ec/No測定, SIR測定, マルチパスによる電波の遅延特性を評価する遅延

プロファイル測定等があります。

測定モードには、無指定基地局測定モードと指定基地局測定モードの2種類が
あり、どちらも基地局からのCPICHおよびSCHを測定します。

　RSCP: 希望波受信電力, SIR: 希望波受信電力対干渉信号電力
　 Ec/No: 周波数帯域内における、チップ当たりの受信エネルギー(Ec)と受信電力密度(No)の比
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使用例(ドライブテスト)

ML8741Bは、従来機種ML8720B/Cの基本性能を維持しつつ、ディスプレイ

表示機能などを削除することにより低価格化を図ったエリアスキャナです。

2.1GHz 帯, 1.7GHz帯, および 800MHz帯のW-CDMA基地局のドライブテスト

用途として最適であり、基地局のエリア最適化に貢献します。

2.  ML8741Bの特長および構成
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ドライブテストツール

エリア最適化

位置情報および電波の強さをエリア
スキャナから取得し、地図にプロット
していくPCベースのソフトウェア。

ドライブテストツール＿画面例

ドライブテストで得られた情報から、圏外または感度の悪い

地域を割り出し、基地局のアンテナ角度、パワーなど

の調整や、新規基地局の設置といった対策を講じる

ことによりカバーエリアの品質を上げていくこと。

2.  ML8741Bの特長および構成
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ML8741Bは、高いハードウェア性能により、主に都市部などの干渉の

多い過酷な条件下でも信頼性の高い電波伝搬特性を取得できるため、
最適なエリア設計に貢献します。

測定可能範囲の狭いスキャナで測定した場合

2.  ML8741Bの特長および構成
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アンテナ

アンテナ

ML8741B-002

ML8741B-002 2周波数測定オプション
MX874100B 2.1GHz　W-CDMA用ソフトウェア　　　　(2.1GHz帯用アンテナ1本付き)
MX874103B 1.7GHz　W-CDMA用ソフトウェア　　　　(1.7GHz帯用アンテナ1本付き)
MX874104B 800MHz W-CDMA用ソフトウェア　　　　(800MHz帯用アンテナ1本付き) 　　　

*1:  2本目のアンテナ(別売)が必要となります。

RF入力 2

RF入力 1

ML8741B はオプション

M L8741B M L 8741B-002 M X 874100B M X 874103B M X 874104B
2.1G Hz帯  (1周 波 数 ) ○ ○
1.7G Hz帯  (1周 波 数 ) ○ ○
800M Hz 帯  (1周 波 数 ) ○ ○
2.1G Hz 帯  (2周 波 数 )*1 ○ ○ ○
1.7G Hz 帯  (2周 波 数 )*1 ○ ○ ○
800M Hz 帯  (2周 波 数 )*1 ○ ○ ○
2.1G Hz 帯  +  1.7G Hz 帯   同 時 測 定 ○ ○ ○ ○
2.1G Hz 帯  +  800M Hz 帯    同 時 測 定 ○ ○ ○ ○
1.7G Hz 帯  +  800M Hz 帯    同 時 測 定 ○ ○ ○ ○

MX874100B,
MX874103B,

or
MX874104B

W-CDMA用
ソフトウェア

2.  ML8741Bの特長および構成

★製品構成

★必要オプションリスト
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3.  ML8720B/CとML8741B のすみわけ

◎用途
　　スタンドアロン測定によるインビル
　　測定や保守用途向け

◎用途

　　DTS(Drive Test System)向け

携帯性を重視

ML8720B/C エリアテスタ ML8741B エリアスキャナ

表示部をなくして低価格を追求

対応周波数: 2110～2170MHz 対応周波数: 2110～2170MHz
　　　　　　　　 1805～1880MHz

869～ 894MHz
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★標準制御ソフト

4.  ソフトウェア

W-CDMA基地局測定の条件設定や測定の開始/終了, 測定値の確認が可能です。

また、測定データはML8720B/Cと同じファイル形式で保存できます。

USBドライバと合わせてML8741Bに標準で添付されているPC用ソフトウェアです。
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★ドライブテストツール対応状況

ソフトベンダ 状  況 

弘栄 ML8741B の対応済み。 

CRC ソリューションズ 現在 ML8741B の対応進行中。 

メリテック 現在 ML8740/41 の対応進行中。 

ITS21 現在、ML8741B を対応対応済み。 

TEMS (海外) 現在、ML8740A/B に対応済み。 ML8741B は対応未定。 

Nemo (海外) ML8740A/B に対応済み。 ML8741B は対応なし。 

 

 

4.  ソフトウェア
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HSDPA対応基地局の測定

Appendix
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1. HSDPAはRelease5 から適用された規格である。W-CDMAからHSDPAへの変更時

　には、下記のトランスポートチャネルが1つと 物理チャネルが3つ追加された。

HS-DSCH:     High Speed Down-link Shared Channel (transport channel on HS-PDSCH)

HS-PDSCH:   High Speed Physical Down-link Shared Channel (QPSK/16QAM, 複数UEで共有)
HS-SCCH:     Shared Control Physical Channel for HS-DSCH (modulation scheme, H-ARQ 情報)
HS-DPCCH:   Dedicated Physical Control Channel (Up-link, Node-B へ CQI を通知)

* H-ARQ: Hybrid Automatic Report reQuest
* CQI:      Channel Quality Indicator

2. 伝送路の電波環境の良し悪しによって、変調方式や伝送レートを変化させることができ、

最大 14.4Mbps (理論値)の伝送レートを実現可能。

3. W-CDMAの機能と互換性がある。

HSDPA (High Speed Down-link Packet Access) の概要
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1. P-CPICH, S-CPICH
2. P-SCH, S-SCH
W-CDMA →HSDPAにおいて 変更はありません。

ML8720/ML8740 シリーズで従来通りに測定できます。

3. P-CCPCH (BCH復調時に受信)
W-CDMA →HSDPAにおいて 変更はありません。

よって、BCH/BCCHの復調に影響はありません.

4. BCH, BCCH
Release5において、一部の SIB(System Information Block)の内容が変更されて

います。　※ただし、HSDPAには直接関係のない情報が追加されています。

Release5用の定義ファイルを適用することにより、追加情報もテキスト変換可能とな

ります。 尚、Releas5用基地局のSIBを測定した場合でも、従来とフォーマットが　　

同一の部分の内容については、従来の定義ファイルでテキストに変換できます。

ML8720B/C, ML8741Bで測定している受信チャネル
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基地局がHSDPA対応になった場合でも、セルの最適化の目安は今までと同様　　　　

P-CPICHの受信品質を測定することに変わりはありません。

ただし、HSDPAは周囲の電波環境によって伝送できるレートが大きく異なる通信方式

のため、従来のように主電波の強さだけでなく、電波環境の良し悪しを左右する干渉波

の状態も把握する必要があります。

つまり、P-CPICHの受信電力 RSCPだけではなく、Ec/NoやSIRの値にも注目する

必要があります。

ML8720B/C, ML8741B は、干渉波が多い環境およびフェージング環境可においても

、SIRを高確度に測定できるため、高速データ通信が可能なエリア, 低速データ通信の

可能なエリア, 圏外のエリアなどのエリアマップ作成に有効なツールとなります。

Question:
HSDPAで追加された、Down-link チャネル(HS-PDSCH, HS-SCCH)を測定する必要は無いのでしょうか?

Answer:
HS-PDSCHはデータチャネルであり、ユーザの有無で状態が異なるため、定量的な測定はできません。　

また、HS-SCCHは制御チャネルであり、電力を測定するだけであれば、常に一定電力で出力されている　　　　

P-CPICHを用いて評価することと変わりないため必要ありません。

ML8720B/C, ML8741B によるHSDPA対応基地局の測定
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